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　　　　　　　　　 1．緒 言

　近年，機械要素の
一

っ で あ るね じ締結体の 信頼性や安全

性 に対す る要 求が 厳 しく な り，そ の要求 か らよ り
一

層の 優

れた性 能や｝鍍 が求 め られて い る．従来の 」1S規格 では，

ね じの 機 械的特 性は各種試 験に よっ て規定 され てい るが，

それ らの 規定 は，ね じ山の 強度を直 接保障 するもの で はな

い ．ね じ締結体に よ る締め付け る場合に は，ね じ端面か ら

破 壊す るこ とは少 なく，そ の 多くは，ね じ山が せ ん 断破 壊

して 破損す る場 合が 非常 に多 く，ね じ山 自体の 6鍍 を把 握

する こ とは非常 に重要で ある
D−e ）．

　筆者 らは今 まで に各種ね じの ね じ山の 断面 をナ ノイン デ

ン テ
ー

シ ョ ン 法に よ り測定 し，硬 さ特性を詳細に求めて い

る．そ こで本報 で は，タッ ピ ン ね じを対象 として，従来の

硬 さ試 験で は測定 が不可能で あ っ たね じ山断面 の 硬 さをナ

ノイ ンデン テ
ー

シ ョ ン 法
凋

に よ り測定し，その 特性を実

験的に 明らか に した．

シ ョ ン 硬 さと称 して い た硬 さ値 と同様），Fm。x 〔N 〕は設 定

押込み荷重，h  〔mm ］は 最大押込 み深 さを表す．

2．2 実験試 料

　　本 実 験 で 用 い た 試 料 は ，冷 問 圧 造 用 炭 素 鋼 線 材

（SWRCH12A ：ア ル ミキル ド鋼） で，これは 浸炭処 理 を

し，その ままで は耐食性 に劣 るた めに電気亜鉛メ ッ キ を行

い ，さらに そ の 上 に ク ロ メート処理 を施 して あ る．冷問圧

造 用炭素鋼線材の 化学成分を表 1に示す．試料は，二 つ に

分割 した後に樹脂 に包埋 し，測定面 をポ リシ ン グと ラッ ピ

ン グにより鏡 面に仕 上げた．図 1に，タ ッ ピンね じの ね じ

山断面の 測定位置 を示す．正ine　1はね じ山断面 の 歯幅 の 中

心線 上の ね じ山先端か ら 50μ m の点を基点として，基点

か ら 100μ m 間隔に 10点 （基点を含む） と，そ の 後 500

μ m 間隔 に 2 点で ある．Line2はね じ山 に沿 っ た 6点で あ

る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．実 験

2．1 実験 装置お よび方法

　本実験で 用い た 実験装置は，超微小 押込み硬 さ試験機 （エ

リオ ニ クス 社製 ：  1100a）で あ る．この 装置 は，ダイ

ヤ モ ン ド製三角すい圧 子 〔先端稜間角 115
°

）を測定面 に

超微小荷重で 押 し込み，その ときの 荷重 と深 さとを連続 的

に測定 し，硬 さを評価す るもの で ある．測定 は，設 定押込

み 荷重 に よ っ て圧 子 を測定面 に押 し込 む．一定時間保持 し

た後，負荷時 と同条件で 除荷する．本実験 で は，負荷時間，

除荷時問 ともに設定荷重に対 して 10 秒間 ， 保持 時間は 1

秒 間 とし，設 定押込 み荷重は 10mN （≒ 190 とした，な

お，本 実験で は測定値 を次式に代入するこ とに よりマ ル テ

ン ス 硬 さとして 評価 した．

　　　　　　　正ta矼tr
　Fmaxl　26．43　hmfi−2

ここ で，HM はマ ル テン ス 硬 さ （従来の ナ ノ イン デ ン テー
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　　　　　　　 3．実験結果お よび考察

　F！ig．2に linel（ね じ山断面の 歯幅の 中心線 上）の測定結

果 を示す．縦軸 はマ ル テ ン ス 硬 さ，横軸は測定位置で ある．

こ れ より，マ ル テン ス 硬 さ値は，ね じ内部 よりもね じ山先

端部分の 方がやや大きな値を示 し，内部に行 くに従 っ て

徐々 に減少するが，その 後上 昇し，1000μ m 以降はほぼ
一

定の 比 較的安定 した値を示 す傾向にあ る こ とが分か る．こ

の 表面 に迅 ・部分 が内部 と比較 して 大 きな硬 さ値 を示 し て

い るの は，表面 にメ ッ キ等の 処理 を行っ た際の 熱 処理に よ

る 熱硬化 や 製作過程で の加 工 硬 化 に よる もの と考え る．

　　　　　　　　　　4．結　言

　本報では，タ ッ ピン ね じを対象 に，従来で は 灑定 が不 可

能で あっ たね じ山断面の 硬 さをナ ノイン デ ン テ
ー

シ ョ ン法

に よっ て 詳細に測 定した．その 結果 以下 の こ とが明 らか

にな っ た，

　1） ね じ内部 よりもね じ由先端 部分 の 方が やや大 きな値

を示 し，内部に行 くに 従っ て徐 々 に減少す るが ， その 後上

昇 し，1000μ m 以降は ほぼ一
定の 比較的安定 した値を示す

傾向にあ るこ とが確認で きた．
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　Bg．3 に 1ine2（ね じ山断面 の ね じ山に沿 っ だ 線上）の測

定結果を示す．縦 軸はマ ル テ ン ス 硬 さ，横軸は測定位置で

ある，こ れ より，
マ ル テ ン ス 硬 さ値は ， ね じ山先端近傍 の

硬 さ値が 比較的大きな値を示 してい るが，400 μ m 程度ま

で は 多少減少は する もの の，そ の後ほぼ一
定の硬 さ値を示

す傾向がある こ とが分かる． これ は linel（ね じ山断面の

歯幅の 中・し線 上） の 場 合 と同様 に，熱処理や製作 加工の 段

階で の 硬化の影響に よるもの と考える．
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　2）ねじ山先端近傍の 硬 さ値が比較的大 きな値を示し，
4eoμ m 　t度まで は多少減少 はするもの の

， その 後 ほぼ一

定の 硬さ値を示 す傾向があるこ とが 確認 できた．
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